
１．普及啓発・本人発信支援 KPI/目標
○ 全都道府県においてピアサポーターによる本人支援を実施
○ 市町村における「認知症ケアパス」作成率 100％

３．医療・ケア・介護サービス・介護者への支援 KPI/目標
○ 患者・入所者の状態に応じた認知症リハビリテーションの開発・体系化
○ 認知症リハビリテーションの事例収集及び効果検証

認知症の人と家族ペア教室
「Petit茶論」

脳・身体賦活リハビリテーション

延べ3,283名が参加。本人と家族介護者の両者
を対象に認知症の重症度に応じた運動・認知・
生活プログラムを提供。生活障害の進行が抑制
された。脳活リハのノウハウが詰まったマニュ
アルも発行した。

認知症の人・家族が、学びあい、教えあい、
支えあいながら交流する。本人ミーティング
も含まれる。
介入の効果に関してRCTで検証している。

国立長寿医療研究センターにおける
認知症施策推進大綱の推進への取り組み

認知症ケアパス手引きの作成
都道府県対象支援会議

令和2年度老人保健健康増進等事業「認知症ケア
パスの作成と活用の促進に関する調査研究事業」
令和3年度老人保健健康増進等事業「認知症ケア
パスの作成と活用に関する個別的支援手法の調査
研究」



2．予防 KPI/目標
○ 認知症予防に関する取組の事例集作成
○ 認知症予防に関する取組の実践に向けたガイドラインの作成
○ 認知症予防に関するエビデンスを整理した活動の手引きの作成

認知症の予防に関するエビデンスの確立
運動、栄養、脳トレによる複合的予防法の有効性を検証

令和2年度老人保健健康増進等事業「認知症予防に資する効果的
な取組事業に関する調査研究事業」
令和3年度老人保健健康増進等事業「認知症予防に資する取組の
実践に向けたガイドラインの作成に関する調査研究事業」



３．医療・ケア・介護サービス・介護者への支援 KPI/目標
○ 認知症初期集中支援チームの先進的な活動事例集作成
○ 初期集中支援チームにおける訪問実人数 全国で年間 40000 件、

医療 ・ 介護サービスにつながった者の割合 65％
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令和3年度老人保健健康増進等事業「認知症初期集中支援チームのあり方と効果的な活動に関する調査研究事業」報告書より
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３．医療・ケア・介護サービス・介護者への支援 KPI/目標
○ 医療従事者に対する認知症対応力向上研修受講者数
・認知症サポート医 1.6 万人

○ 医療・介護従事者向けの認知症に関する各種研修における、
意思決定支援に関するプログラムの導入率 100％
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認知症サポート医養成研修において、「認知症の人の日常生活・社会生活における
意思決定支援ガイドライン」「認知症とともに生きる希望宣言」「本人にとっての
よりよい暮らしガイド（本人ガイド）」「成年後見制度の利用促進」等をプログラ
ムに導入している。

オンライン研修の導入により、研修受講者数は2025年までに
16,000人を達成できる見込み


